
TAKE  OUT  SOLUTION

作業指示カードB
(組付・調整・出荷指示）

・何をいつまでに修理し
・どこへ返却

RFID 内蔵
リライトカードを使用

受注内容を
Sales Force に入力

・出庫管理
・作業実績収集・組付履歴追跡
・出荷管理・宅配便 ID把握・在庫数把握

　シリアルNo. が入っていること

・受入管理
・入庫管理

いつ・何を・どこへ納入

誰が・いつ・何を・どこへ（置場）

誰が・いつ・何を・どこから・いくつ

誰が・いつ・何を・どこから・いくつ

・置場管理
・欠品防止

受入～梱包
まで使用

集中置場⇔部門別
置場で使用

受入～梱包まで使用 組付～調整～出荷
まで使用

処理の流れ

⑨　Sales Force に受注情報入力
⑩　作業指示カードB（組付・調整・出荷指示）を発行
⑪　出庫
　■ROC で発注点管理を行い、ROC が外れたら発注手配する
　　※集中置場と部門置場間は消費 ROC で消費実績を収集
　●置場シンボルと現品票または作業指示カード Aを読み取る
⑫　出庫実績をアップロード
⑬　作業指示カード Bを読み取り、着手・完了時刻取得
⑭　作業指示カード Bを読み取り、組付部品のシリアル No. を読み取る
⑮　作業実績、組付履歴をアップロード
⑯　調整、調整実績をアップロード
⑰　荷ぞろえ、梱包
　　作業指示カード A と B を読み取り、A の内容を B に転記
⑱　作業指示カード Bと宅配便の追跡用バーコードを読み取り追跡 key を取得
⑲　出荷実績をアップロード

受入→入庫

セットアップ

受注→出庫→作業→出荷

①　ROC（リピートオーダーカード）をセット

②■ROCにて発注手配を行い、発注点管理
　●受入予定をSales Forceに入力
③　作業指示カードA（受入指示）を発行

④　納入
⑤■受入時にROCを読み取り、個装シールを発行/貼付
　●作業指示カードAと仕入先現品票を読み取り、現品票を発行/添付
　○作業指示カードAと仕入先現品票を読み取り、シリアルNo.を取得
⑥　受入実績をアップロード
⑦■ROCの表示置場へ入庫。ROCと置場表示との照合
　●入庫（置場シンボルと現品票を読み取り、置場と物品を紐付け）
　○入庫（置場シンボルと作業指示カードAを読み取り、置場と物品を紐付け）
⑧　入庫実績をアップロード

②

⑥

④ ⑤ ⑦

⑧

・入出庫履歴管理
・在庫数把握

組付担当

消費 ROCを読み取り、
物品消費実績を取得

消費ROC

部品・サプライ販売担当

どの部門が・いつ・何を

組付部門

集中置場

消費ROC
⑨ ⑩

⑪

誰が・いつ・どこから・何を
⑫

誰が・いつ・何分かけて
・何を組付、修理

⑮

作業指示カード A と
B を読み取り、A の
内容を Bに転記

⑰

何を・どのIDの宅配便で送る

⑱

●受注→出庫→作業→出荷

●発注手配→受入→入庫

手配・受入・入庫で使用

ROC が外れたら
②発注手配へ

作業指示カードA(受入指示）

RFID 内蔵
リライトカードを使用

③

作業指示カード B を読み取り、
作業着手・完了

⑬
⑭

作業指示カード B と組付部
品のシンボルを読み取り、
組付履歴確保

⑮
誰が・いつ・

どのシリアルの機器に
・どのシリアルの部品を・いくつ 誰が・いつ・何分かけて調整

⑯

作業指示カード B を読み取り、
作業着手・完了

⑯

誰が・いつ・何を・どこへ
⑲

①

発注手配いつ・何を・どこから・いくつ

作業指示カード B と
宅配伝票の追跡コード
を読み取り、紐付け

⑱

●受入予定を
　Sales Forceに入力

■ROCを読み取り、
　仕入先への発注
　手配処理

■ROCを読み取り、受入
■個装シールを
　オンデマンド発行 /貼付

●作業指示カード Aと
　仕入先現品票を読み取り、
　現品票を発行 /貼付

●現品票と置場表示を読み
取り、紐付け

■ROC表示置場へ入庫
■ROCと置場表示を照合

○作業指示カード Aと
　仕入先現品票を読み取り、
　シリアルNo. を取得
　カードは物品に貼付

○物品（作業指示カード A）
　と置場表示を読み取り、
　紐付け

●物品に貼付されてい
　る作業指示カード A
　または現品票と置場
　表示を読み取り、出
　庫

■ROCで発注点管理

販売部門


